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＜はじめに＞ 

独立行政法人日本スポーツ振興センターでは、国のスポーツ振興基本計画に基づくスポーツ振興政策の一環とし

て、我が国のスポーツの国際競技力の向上、地域におけるスポーツ環境の整備充実といったスポーツの普及・振興を

図るため、「スポーツ振興基金」の運用益や、国からの交付金である「競技強化支援事業助成金」によりスポーツ振興

のための助成を行っています。 

 

助成活動者は、スポーツ振興基金助成金交付要綱第２３条及び競技強化支援事業助成金交付要綱第２３条の規定

に基づき、助成活動の実施に際し、助成金による助成事業である旨の記載及びスポーツ振興基金のシンボルマークの

表示を行うものとしております。 

 

スポーツ振興基金及びスポーツ振興くじの認知を広げ、理解を深めていくため、本シンボルマークのご活用をお願い

いたします。 
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１．シンボルマーク規定・表示における推奨ルール 
 

  （１）デザイン上の規定   

■シンボルマークは仕様に基づいたデザイン構成とし、バリエーションの中から選択して使用してください。 

■デザイン上一体的に、バリエーションごとの文字要素を省略せずに表示してください。 

※１．文字要素は、「スポーツ振興基金」「独立行政法人日本スポーツ振興センター」、その他文言。 

※２．競技強化支援事業助成金を受ける場合は文字要素を以下のとおり、読み替えてください。 

「スポーツ振興基金助成事業」→「競技強化支援助成事業」 

「スポーツ振興基金」→「競技強化支援事業」 

１．ロゴ規定・表示における推奨ルール 

（ザイン上                

マーク部分 
 

※マーク部分と文字要素はセットで扱う。 

バランスは変更せずにご使用ください。 

 

                     文字要素                 ※他のバリエーションについても同様です。 

 

 

 

 

 

 

 

   （２）カラー指定・囲みケイ   

  ＜背景色あり＞ 

 

DIC156                                DIC2179 

近似色（C:0 M:100 Y:94 K:0）                  近似色（C:56 M:1 Y:0 K:0） 

                     

 

DIC654                               ＜モノクロ＞ 

近似色（C:75 M:69 Y:67 K:5）                       C:0 M:0 Y:0 K:60 

                                       

C:0 M:0 Y:0 K:100 

DIC582 

近似色（C:0 M:0 Y:0 K:100） 

＜囲みケイあり＞ 
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※囲みケイは最小時0.4ポイントです。それ以外の場合はデータを縦横比固定で拡大し、調整してください。 

※罫線の指定色は文字と同色です 

２．シンボルマークのパターンバリエーション・フォント等の規定 

  （１）バリエーション   

＜シンボルマーク（背景色なし）＞ ※文字要素はセットです。省略する、バランスを変える等は不可とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜シンボルマーク（背景色あり）＞ ※文字要素はセットです。省略する、バランスを変える等は不可とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜シンボルマーク（モノクロ）＞ ※文字要素はセットです。省略する、バランスを変える等は不可とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （２）フォント   

■フォントは『UD新ゴM』を基本フォントとし、掲出物のサイズやシンボルマークの大きさにより、以下の太さ調整フォントを選択い

ただけます。 

●基本フォント                              ●掲出物・シンボルマークが大きい場合の選択可能フォント 
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３．シンボルマーク使用例（デザインへの挿入例） 
 

（例１）                                       （例２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（例３）                                       （例４） 
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（例５）                                       （例６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（例７）                                       （例８） 


